
平
成
二
十
年
度

　

定
期
総
会
報
告
！

町自連だより(1)平成20年（2008年）9月1日 第７号

　
平
成
二
十
年
度
定
期
総
会
は
、

去
る
五
月
二
十
五
日(

日)

に
八
王
子

エ
ル
シ
イ
に
於
い
て
、
百
二
十
九

の
町
会
自
治
会
長
が
出
席
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
中
会
長
は
、
挨
拶
の
中
で
先

ず
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
み
、

防
犯
・
交
通
・
防
火
防
災
等
に
も

地
域
の
中
軸
を
担
っ
て
活
動
し
て

い
る
町
会
自
治
会
長
の
苦
労
に
対

し
て
謝
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
た
ち
「
町
自
連
」
の

目
指
す
活
動
強
化
、
組
織
拡
充
に

対
し
、
行
政
も
積
極
的
に
支
援
す

る
姿
勢
を
示
し
、
活
動
を
支
援
す

る
た
め
の
補
助
金
も
増
額
す
る
等
、

市
も
努
力
の
跡
を
金
額
の
上
で
も

示
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ソ

コ
ン
研
修
会
の
場
所
も
こ
れ
ま
で

の
事
務
所
で
は
手
狭
な
た
め
、
事

務
所
の
増
設
に
も
迅
速
に
対
応
し

て
貰
っ
て
い
ま
す
。
　

　
本
日
は
皆
さ
ん
の
活
発
な
ご
意

見
を
伺
い
、
今
後
の
運
営
に
反
映

さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
と

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
に
つ
い
て
は
、
細
井
議
長

の
進
行
で
、
す
べ
て
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
応
答
は
次
の
通
り
。

Ｑ
１
　
規
程
の
改
定(

１)

の
事
務

局
長
の
実
費
弁
償
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
１
　
前
規
程
で
は
、
規
程
第
三

条
三
項
で｢

月
額
一
万
円
を
支

給
す
る｣

と
明
記
し
て
い
た
が
、

こ
れ
を
「
一
定
額
を
支
給
す
る
。

そ
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
三
役

会
で
検
討
し
役
員
会
で
決
定
す

る
。」
と
し
、
二
〇
年
度
は
業
務

量
の
増
大
及
び
他
団
体
を
参
考

に
し
て
月
額
五
万
円
と
役
員
会

で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
と
し
て
、
「
マ
イ
ナ
ス

表
示
の
欠
落
」
や
「
規
程
中
の
誤

字
」
等
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
が
、

事
務
局
か
ら
訂
正
す
る
旨
報
告
が

あ
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
終
了
後
、
退
任
し
た
二
十
一

名
の
町
会
自
治
会
長
の
う
ち
当
日
出

席
さ
れ
た
方
に
は
田
中
会
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
会
終
了
後
、
引
き
続

き
開
か
れ
た
懇
親
会
に
は
、
黒
須

市
長
は
じ
め
多
く
の
来
賓
を
交
え

て
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
今
年
度
は
、
役
員
の
改
選
期
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
部
地
区
連

合
会
長
の
交
代
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
改
め
て
全
員
を
紹
介
し
て
報

告
と
い
た
し
ま
す
。

　

三
役
会
名
簿

会
　
長
　     

田
中
　
好
雄 （
川
　
口
）

副
会
長
　     

細
井
　
　
衛（
加
　
住
）

　〃　
　       

秋
間
　
利
久（
元
　
横
）

会
　
計
　     

林
　
　
泰
男（
由
　
木
）

　〃　
　       

馬
場  

總
和（
西
部
一）

監
　
事
　     

山
本
德
太
郎（
北
　
野
）

　〃　
　       

今
泉
　
満
政（
恩
　
方
）

事
務
局
長     

前
野
　
　
修  

　

地
区
連
合
会
長
名
簿

中
　
部
　
地
区
　
　
平
塚
　
美
臣

東
　
部
　
地
区
　
　
並
木
　
　
勇

元
　
横
　
地
区
　
　
秋
間
　
利
久

東
南
部
　
地
区
　
　
下
田
　
　
司

中
央
部
地
区（
代
） 井
上
　
博
正

南
　
部
　
地
区
　
　
濵
野
　
益
男

千
人
町
　
地
区
　
　
川
端
　
忠
雄

西
部
第
一
地
区
　
　
馬
場
　
總
和

西
部
第
二
地
区
　
　
山
崎
　
勲
介

西
部
第
三
地
区
　
　
山
本
　
健
児

西
部
第
四
地
区
　
　
串
田
　
　
明

本
　
町
　
地
区
　
　
塩
野
　
良
光

中
　
央
　
地
区
　
　
内
藤
　
廣
行

東
北
部
　
地
区
　
　
滝
島
　
　
功

浅
　
川
　
地
区
　
　
渡
辺
　
良
治

由
　
木
　
地
区
　
　
林
　
　
泰
男

横
　
山
　
地
区
　
　
黒
沢
　
愛
治

元
　
八
　
地
区
　
　
石
川
　
三
郎

恩
　
方
　
地
区
　
　
今
泉
　
満
政

川
　
口
　
地
区
　
　
田
中
　
好
雄

加
　
住
　
地
区
　
　
細
井
　
　
衛

由
　
井
　
地
区
　
　
田
中
　
泰
慶

北
　
野
　
地
区
　
　
山
本
德
太
郎

　
前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

「
自
治
会
活
動
保
険
」
に
つ
い
て
、

七
月
の
一
斉
ス
タ
ー
ト
前
に
加
入

し
た
い
旨
、
希
望
が
多
く
三
月
か
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「
自
治
会
活
動
保
険
」　

　

七
月
一
斉
ス
タ
ー
ト

　

加
入
者
三
万
世
帯
突
破

定期総会の一コマ



協
賛
企
業
の

　
　
　
広
告
を

　
　
募
集
し
て
い
ま
す
。

町自連だより 平成20年（2008年）9月1日(2)第７号

ら
一
部
受
付
け
し
た
と
こ
ろ
、
六

月
末
精
算
を
前
提
に
、
十
六
団
体

八
千
八
百
七
十
九
世
帯
が
二
〇
％

の
保
険
料
割
引
を
受
け
て
中
途
加

入
し
ま
し
た
。

　
「
町
自
連
」
で
は
七
月
一
日
か

ら
一
年
を
周
期
に
一
斉
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
と
こ
ろ
、
七
十
四
団
体

三
万
三
百
六
十
三
世
帯
と
予
想
を

遥
か
に
超
え
て
お
り
、
い
か
に

「
自
治
会
活
動
保
険
」
が
皆
さ
ん

の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
て
い
た
か
を
示

す
も
の
で
す
。

　
そ
の
後
も
、
事
務
局
に
は
問
い

合
せ
が
あ
り
保
険
会
社
の
代
理
店

と
と
も
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

最
近
の
話
で
は
「
今
ま
で
加
入
し

て
い
た
行
事
保
険
も
断
ら
れ
た
」

と
い
う
連
絡
も
あ
り
、
「
中
途
加

入
で
来
年
六
月
末
の
精
算
方
式
」

で
こ
れ
か
ら
も
受
付
け
て
お
り
ま

す
。
大
い
に
活
用
し
て
頂
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
事
務
局
に
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

昨
年
度
で
廃
止
と
な
り
、
代
わ
っ

て
新
し
く
「
町
会
等
地
区
連
合
会

交
流
事
業
補
助
金
」
が
今
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
申
請
で
き
る
地
区
連
合
会
は
、

従
来
と
同
じ
く
「
八
王
子
市
で
認

定
さ
れ
て
い
る
地
区
連
合
団
体
」

に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
ま
で
は
、
「
研
修
事
業
」
に

限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
し

い
補
助
金
制
度
は
、
地
区
連
合
会

の
活
性
化
を
図
り
、
よ
り
多
く
の

市
民
が
参
加
す
る
事
業
と
、
今
ま

で
よ
り
も
対
象
事
業
も
拡
大
さ
れ
、

幅
広
く
活
用
し
や
す
く
改
善
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
新
し
い
制
度
は
、
地
区
連

合
会
を
代
表
し
て
「
町
自
連
」
が

一
括
し
て
受
託
し
て
お
り
、
町
自

連
が
定
め
て
い
る
「
町
会
等
地
区

連
合
会
交
流
事
業
補
助
金
交
付
規

程
」
に
基
づ
い
て
、
申
請
書
を

受
付
け
し
、
審
査
し
た
う
え
で
、

「
交
付
決
定
通
知
」
「
補
助
金
の

交
付
」
「
決
算
報
告
及
び
実
績
報

告
書
」
等
の
手
続
き
及
び
書
類
の

授
受
、
保
管
等
は
私
た
ち
町
自
連

が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
予
算
は
、
百
万
円
で
、

一
地
区
年
間
一
度
で
、
補
助
金
の

上
限
は
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

初
め
て
な
の
で
七
月
末
で
締
め
切

り
ま
し
た
が
、
今
回
の
応
募
は
四

地
区
で
し
た
。
現
在
、
申
請
書
の

チ
ェ
ッ
ク
中
で
す
が
早
い
う
ち
に

決
定
で
き
る
様
、
窓
口
で
あ
る
市

と
も
連
携
し
て
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
尚
、
一
旦
七
月
末
日
で
募
集
を

締
め
切
り
ま
し
た
が
、
近
い
内
に

再
度
募
集
し
ま
す
の
で
、
ま
だ
応

募
し
て
い
な
い
地
区
連
合
会
も

「
地
区
連
合
会
の
活
性
化
」
及
び

「
未
加
入
町
会
自
治
会
の
取
り
込

み
」
等
の
た
め
に
交
流
事
業
の
取

り
組
み
を
進
め
て
補
助
金
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
に
引
続
き
七
月
か
ら
月
四
回

三
ヶ
月
コ
ー
ス
で
、
火･

木･

金
曜
日

の
週
三
回
の
午
前
・
午
後
の
六
ク
ラ

ス
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

一
回
二
時
間
で
月
四
回
、
三
ヶ
月

の
合
計
十
二
回
で
受
講
料
九
千
円

の
設
定
は
、
行
政
の
支
援
を
受
け

な
が
ら
「
町
会
自
治
会
活
動
の
Ｉ

Ｔ
化
を
支
援
す
る
」
こ
と
が
基
本

に
あ
り
、
町
会
自
治
会
の
負
担
軽

減
、
受
講
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　
先
ず
は
、
町
自
連
及
び
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
こ
と
で
、
自

宅
で
情
報
が
得
ら
れ
る
利
便
さ
を

知
っ
て
貰
う
こ
と
を
最
優
先
に
し

て
い
ま
す
。
更
に
日
常
生
活
に
必

要
な
情
報
を
取
り
込
み
利
便
性
の

向
上
を
図
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
文
章
作

成
や
会
計
の
表
計
算
な
ど
も
手
が

け
る
予
定
で
す
。
又
、
研
修
会
の

修
了
者
及
び
復
習
等
に
活
用
で
き

る
相
談
コ
ー
ナ
ー
等
も
検
討
中
で

す
。
皆
さ
ん
の
要
望
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
が
、
町
自

連
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
の
ひ
と
つ

な
の
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

「
町
会
等
地
区
連
合
会

　

交
流
事
業
補
助
金
」

　

今
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
研
修
会

七
月
よ
り
ス
タ
ー
ト

　
従
来
行
わ
れ
て
い
た
「
町
会
等

連
合
団
体
研
修
事
業
補
助
金
」
が

パソコン研修会の一コマ



町自連だより(3)平成20年（2008年）9月1日 第７号

　
恒
例
の｢
八
王
子
ま
つ
り｣

が
八
月

一
日
～
三
日
の
三
日
間
、
甲
州
街
道

を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
長
は
、
町
自
連
の

会
長
が
務
め
て
お
り
、
私
た
ち

も｢

協
力
団
体｣

と
し
て
積
極
的

に
参
画
し
祭
り
を
盛
り
上
げ
て

き
ま
し
た
。

　
三
日
間
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ

て
賑
わ
い
、
人
出
も
三
日
間
で

六
十
一
万
八
千
人
を
数
え
、
昨
年

よ
り
約
十
二
万
人
多
い
人
出
と

な
り
ま
し
た
。
各
町
会
自
治
会

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
陰
で

成
功
裡
に
終
り
ま
し
た
こ
と
を
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
同

時
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

八
王
子
ま
つ
り
に 

  
六
十
一万
八
千
人
！

パ
ソ
コ
ン
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師

応
募
の
お
礼

　
前
号
で｢

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師｣

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
早
速
五
名

の
方
が
応
募
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
検
討
し
た
結
果
、
昨
年
か
ら
引

続
き
協
力
し
て
頂
け
る
方
を
中
心

に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
選
に
漏
れ
た
方
に
つ
い

て
は
、
必
要
に
応
じ
て
個
々
に
連

絡
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
の
あ
れ
こ
れ

い
き
い
き
と
し
た

つ
な
が
り
を
目
指
す

　
中
央
地
区
連
合
会

　
　
会
長
　
内
藤
　
廣
行

　
中
央
連
合
町
会
は
、
西
は
淺
川

の
北
岸
、
市
役
所
の
西
北
に
位
置

す
る
清
川
町
自
治
会
、
東
は
日
野

市
の
境
に
あ
る
大
和
田
一
丁
目
町

会
ま
で
、
二
十
二
町
会
自
治
会
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
世
帯
数
は
平
成
二
十
年
度
で

一
万
七
百
五
十
二
世
帯
で
す
。
区

域
は
東
西
に
細
長
く
、
国
道
十
六

号
線
を
は
さ
み
、
西
に
中
野
市
民

セ
ン
タ
ー
、
東
に
大
和
田
市
民
セ

ン
タ
ー
の
二
館
が
あ
り
ま
す
。

　
区
域
は
広
い
よ
う
で
す
が
、
災

害(

特
に
水
害)

が
発
生
し
た
場

合
に
は
、
淺
川
の
北
岸
流
域
と
い

う
共
通
性
が
あ
り
、
い
ざ
と
い
う

と
き
の
連
携
と
、
日
頃
の
情
報
交

換
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

　
平
成
十
九
年
度
は
、
活
動
方
針

と
し
て
、
中
央
連
合
町
会
に
よ
る

合
同
防
災
訓
練
の
代
わ
り
に
、
現

状
を
検
証
す
る
意
味
も
含
め
て
、

各
自
主
防
災
組
織
の
見
直
し
と
改

善
を
目
指
し
、
定
例
会
で
検
討
し

ま
し
た
。結
果
と
し
て
年
末
に「
自

主
防
災
の
見
直
し
と
確
立
」
を
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
地
区
連
合
会
の
運
営
方

法
と
、
諸
問
題
解
決
の
方
策
に
つ

い
て
、
定
例
会
で
継
続
的
に
議
論

し
た
結
果
、
地
域
性
の
強
い
問
題

や
課
題
は
、
先
ず
、
関
係
す
る
単

一
ま
た
は
、
複
数
の
町
会
自
治
会

長
が
提
案
し
、
地
区
連
合
会
の
メ

ン
バ
ー
が
共
通
認
識
を
持
っ
た
後

に
、
議
題
と
し
て
審
議
し
対
策
等

が
必
要
な
場
合
は
、
地
区
連
合
会

と
し
て
対
処
し
て
い
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　
ま
た
定
例
会
に
、
各
町
会
自
治

会
の
会
長
が
出
席
で
き
な
い
場
合

は
、
必
ず
代
理
人
を
出
席
さ
せ
る

こ
と
に
し
た
結
果
、
情
報
交
換
が

促
さ
れ
、
定
例
会
に
参
加
す
る
こ

と
の
意
味
合
い
も
深
ま
り
、
活
発

な
意
見
交
換
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
六
月
に
は
、
各
町
会
自
治
会
の

会
長
・
役
員
が
参
加
す
る
国
会
見

八幡八雲神社の宮神輿

多賀神社の宮神輿「千貫みこし」

八王子市町会自治会連合会
　　　自治会活動賠償責任保険
取扱代理店（共同企画：有限会社OFFICE A.G.）
担当者連絡先：

澤渡正樹　090‒8349‒0921
取扱代理店：株式会社さわたりＦＰ事務所

（Ｈ20.10．1より有限会社カインドから独立します。）
お問合せは上記代理店か町自連事務局まで
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学
等
の
研
修
会
を
実
施
し
、
参
加

者
の
見
識
を
高
め
る
と
共
に
、
昼

食
時
及
び
車
中
で
懇
親
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
情
報
交
換
を
中
心

に
、｢

生
き
生
き
と
し
た
つ
な
が

り｣

を
目
指
し
、
さ
ら
に
前
進
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

四
小
地
区
の

　
　

合
同
防
災
訓
練

　
東
部
地
区
連
合
会

　
　  

会
長
　
並
木
　
　
勇

　
七
月
二
十
四
日
未
明
、
眠
り
の

中
で
揺
れ
を
感
じ
「
次
は
関
東
地

方
か
」
と
思
い
な
が
ら
揺
れ
の
治

ま
り
を
待
っ
た
も
の
で
す
。
朝
の

テ
レ
ビ
で
岩
手
県
北
部
地
方
の
地

震
を
伝
え
て
お
り
、
六
月
に
実
施

し
た
ば
か
り
の
「
合
同
防
災
訓

練
」
の
鮮
明
な
記
憶
が
よ
み
が

え
っ
て
き
ま
し
た
。

　
六
月
八
日
の
朝
、
地
域
を
巡
回

す
る
広
報
車
か
ら
女
性
が
、
参
加

を
呼
び
か
け
、
防
災
訓
練
が
始
ま

り
ま
し
た
。
会
場
の
第
四
小
学
校

で
は
、
消
防
団
第
一
分
団
や
八
王

子
消
防
署
の
方
が
、
町
会
役
員
と

共
に
準
備
万
端
整
え
て
、
参
加
者

の
到
着
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
に
近
い
町
会
の
人
た
ち
は

誘
い
合
っ
て
三
々
五
々
集
ま
り
、

離
れ
た
町
会
か
ら
参
加
す
る
人
た

ち
は
、
町
会
の
指
定
す
る
集
合
場

所
か
ら
、
リ
ー
ダ
ー
を
先
頭
に
会

場
に
集
合
し
ま
し
た
。

　
訓
練
種
目
は
、
通
報
・
初
期
消

火
・
応
急
救
護
・
救
助
・
煙
体

験
・
起
震
車
体
験
。
さ
ら
に
、
小

学
校
高
学
年
対
象
の
は
し
ご
車
体

験
や
家
具
転
倒
防
止
の
解
説
コ
ー

ナ
ー
が
特
別
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
際
の
訓
練
に
各
町
会
が
夫
々

一
丸
と
な
り
、
決
め
ら
れ
た
時
間

内
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
沿
っ
て

訓
練
種
目
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

初
夏
の
日
差
し
の
下
で
、
訓
練
に

励
む
参
加
者
の
姿
が
、
四
小
の
校

庭
一
面
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
防
災
訓
練
は
、
十
二
年
前

明
神
町
の
一
町
会
が
住
民
の
防
災

意
識
を
高
め
、
災
害
へ
の
対
応
力

を
つ
け
る
た
め
に
始
め
た
も
の
で

す
。
そ
の
後
、
年
々
参
加
す
る
町

会
が
増
え
、
現
在
で
は
、
明
神

町
全
町
会
と
新
町
町
会
に
よ
る

「
合
同
防
災
訓
練
」
に
発
展
し

た
も
の
で
す
。
今
年
の
当
番
町

会
は
新
町
町
会
で
、
参
加
者
は
、

四
百
七
十
七
名
と
な
り
ま
し
た
。

　
毎
回
、
当
番
町
会
が
計
画
を
立

て
、
各
町
会
担
当
者
で
協
議
を
重

ね
て
実
施
に
こ
ぎ
つ
け
る
が
、
準

備
段
階
の
打
合
せ
を
繰
り
返
す
た

び
に
、
防
災
へ
の
理
解
や
人
的
交

流
が
深
ま
り
、
や
が
て
は
防
災
訓

練
の
改
善
だ
け
で
な
く
、
町
会
相

互
の
連
携
に
よ
る
「
広
域
防
災
」

へ
の
意
識
対
策
作
り
に
つ
な
が
っ

て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

川
口
地
区
連
合
会
の

　
　
　

現
状
と
役
割

　
川
口
地
区
連
合
会

    

事
務
局
長  

伊
藤  

庸
男

　
川
口
地
区
町
会
自
治
会
連
合
会

は
、
市
の
北
西
部
地
域
に
位
置
し
、

秋
川
街
道
が
幹
線
道
路
で
左
右
に

点
在
す
る
十
九
町
会
か
ら
な
る
連

合
会
で
す
。

　
淺
川
と
川
口
川
に
接
し
、
美
し

い
野
山
と
緑
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
、
川
口
川
の
水
は
ほ
と
ん
ど
地

下
か
ら
湧
き
出
る
湧
水
で
形
成
さ

れ
、
き
れ
い
な
水
に
多
く
の
野
鳥

が
飛
来
し
て
き
ま
す
。
遊
歩
道
に

は
カ
メ
ラ
を
下
げ
て
歩
い
て
い
る

方
を
見
か
け
ま
す
。
　

　
こ
の
川
に
家
庭
の
ゴ
ミ
を
捨
て

る
人
、
缶
類
を
捨
て
る
子
ど
も
・

学
生
に
は
、
止
め
る
よ
う
声
を
か

け
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
街
を
き
れ
い
に
し
て

次
世
代
の
子
ど
も
に
引
き
継
い
で

い
き
た
い
と
の
「
思
い
」
で
川
口

川
の
美
化
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
「
川

口
や
ま
ゆ
り
館
」
を
拠
点
と
し
て
、

地
区
町
自
連
と
住
民
協
議
会
の
活

動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
年
間
活
動
の
主
な
も
の

《
連
合
会
》

二
月
　
町
会
自
治
会
連
合
会
役
員

　
　
の
視
察
研
修
　
　

定
例
役
員
会
　
毎
月
第
一
月
曜
日

三
役
会
議
　
随
時
開
催
　
　
　
　

そ
の
他
　
勉
強
会
・
講
演
会
等

《
や
ま
ゆ
り
館
》　
　
　
　
　
　

三
月
　
ひ
な
ま
つ
り
そ
の
他
　
　

七
月
　
七
夕
ま
つ
り
　
　
　
　
　

十
一
月
　
や
ま
ゆ
り
館
ま
つ
り
　

そ
の
他
　
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
囲
碁
・

将
棋
大
会
、
料
理
教
室

　

広
報
委
員
が
変
わ
り
ま
し
た
。

｢

町
自
連
だ
よ
り｣

と
共
に
「
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
も
よ
ろ
し
く
。
拡
大

広
報
委
員
を
通
じ
て
、
地
区
の
情

報
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
づ
き
の
点
は
忌
憚
無
く
ご
指

摘
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

委
員
長
＝
今
泉
満
政
、内
藤
廣
行
、

渡
辺
良
治
、辻
野
領
一
、前
野
修
、

丸
橋
紀
夫
以
上
六
名

川口やまゆり館のひなまつり


